
 

 

 

                         

 

登 録 番 号 １２５ 

登 録 日 平成２４年４月２日 

名 称 社会福祉法人慶生会 

代表者職名・氏名 理事長 川窪 眞由美 

所 在 地 〒８９１－０１４４ 

鹿児島市下福元町１７３２番地 

電 話 ０９９－２６３－３５８８ 

ﾎｰﾑﾍﾟ ｰ ｼ ﾞ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ https://www.keiseikai-kagoshima.jp/ https://laplus-net.com/  

業 種 医療・福祉 

業 務 概 要 当法人は，乳幼児から高齢者まで様々な方に支援を行っており，更に，社会福

祉充実計画に基づき，地域貢献事業にも力を入れていきます。谷山駅前に未来

型地域交流センター『La＋（ラプラス）』を開所しており，これまでの当法人

の歴史を基礎に，新しい福祉の在り方を地域の皆様と共に創り上げて参ります。 

行 動 計 画 期 間 令和７年７月１日 ～ 令和１０年３月３１日 

行 動 計 画 の 

主 な 内 容 
目標１）計画期間内に，育児休業の取得率を次の水準以上にする。 

    男性社員…取得率を５０以上にすること 

    女性社員…取得率を８０％以上にすること 

〈対策〉 

・令和７年４月～ 男性の育児休暇奨励及び周知するために，職員全員を対象 

         とした研修を実施する。 

・随時      育児休業の取得希望者を対象とした面談を行い，育児休暇

について説明する。 

・令和８年４月～ 男性の育児休暇奨励及び周知するために，職員全員を対象 

         とした研修を実施する。 

 

目標２）全職員の有給休暇取得の平均日数を雇用形態ごとに１日増やす。 

〈対策〉 

・令和７年４月～ 昨年度年次有給休暇の取得状況把握 

         職員研修で，有給休暇取得について周知・徹底する。 

・令和７年６月  各事業所において年次有給休暇取得のための繁忙・それ以

外の月を整理し公休も含めて３日以上連続で休める日を整

理する。 

・令和７年７月～ 職場内広報誌や法人 SNS でその取り組みの周知を行う。 

 

 

こんな両立支援に 

取り組んでいます 

■ハラスメント対策室設置 

■ライフワークバランスを優先し、仕事の効率化のため勤怠システム導入 

■余暇クラブ実施（ソフトボール、フットサル、合奏、バドミントン、卓球、 

バレー等） 

https://www.keiseikai-kagoshima.jp/
https://laplus-net.com/


 

■レクレーション旅行・永年勤続旅行 

■永年勤続表彰  ■事業所内託児施設整備 

■再雇用制度（６５歳迄）  ■互助会、ダイバーシティ推進 

■よかセンター加入  ■有給・慶弔等での休暇以外検討（誕生日休） 

■子育てサロンの実施  ■ライフワークに応じた働き方の提供 

■職場への子ども参観  ■親子遠足 

■公益通報者保護法窓口設置 

■健康診断年２回実施，大腸がん検診他男女共がん検診補助有 

■特定保健指導   ■男性女性育休令和６年度実績 85% 

■ひとり親の方への扶養手当の増加   ■永年勤続表彰 

■女性管理職の積極登用（管理職割合 67％） 

■各月平均残業時間数５時間未満 


